
質疑及び一般質問 令和４年２月22日の各党（会）派代表による代表質問、24日、28日、
３月１日の質疑及び一般質問では、次の議員が質問を行いました。

○質疑及び一般質問の中から一部を掲載します。

群馬県議会インターネット中継
「令和４年第１回定例会」

　令和４年４月３日発行　群馬県議会だより（3）　（2）令和４年４月３日発行　群馬県議会だより

◀︎新型コロナウイルス感染症対策特別委員会からの提⾔
　「新型コロナウイルス感染症対策に関する提言」とし
て、警戒レベルや緊急事態宣言に関すること、検査・医
療体制に関すること、県⺠⽣活への影響に関すること、
産業への影響に関すること、教育への影響に関することなど、新型コロ
ナウイルス感染症対策の取組に当たって留意すべき20項目について提言
しました。 

委員⻑：穂積昌信　副委員⻑：⻲⼭貴史 
委　員：久保⽥順⼀郎、伊藤祐司、後藤克⼰、岸善⼀郎、
　　　　安孫⼦哲、⻫藤優、大林裕⼦

委員会から
知事への提⾔

委員会活動
令和３年５⽉24⽇〜

［調査目的　教育体制の確⽴］
　人口流出により児童⽣徒数の減少が続い
ていた能登町は、地元の県⽴能登⾼校と⾏
政組織の壁を越えて協働しています。教育
政策の枠に留まらず、移住定住促進や地方
創⽣の政策としても取り組んでいる「能登
⾼校魅⼒化プロジェクト」や、地域を活か
した特色ある授業等について、教育体制の
確⽴の観点から調査を⾏いました。 

［調査目的　デジタル技術の利活⽤の推進］
　国連が２年に１度実施して
いる電⼦政府調査において、
2018年、2020年と連続で最も
電⼦政府が進んでいる国に選ば
れているデンマークの取組につ
いて調査を⾏いました。 

◀︎地方創生・ブランドに関する特別委員会からの提⾔
　「地方創⽣・ブランドに関する提言」として、協働・共創を進めるた
めの取組、新コンテンツ創出、社会人eスポーツリーグ大会、アーバンス
ポーツ、プロスポーツによる地域活性化、本県で開催される国⺠スポー
ツ大会に向けた選手の育成強化、温泉文化、ぐんまちゃんアニメ、蚕糸
業の振興、農畜産物や地酒のPR、群⾺交響楽団改革プラン、公共交通
サービスの確保など、地域の⼀人⼀人が地方創⽣の主役となり、全国に
誇れる群⾺県を実現するため、16項目について提言しました。  

◀︎脱炭素社会・新エネルギーに関する特別委員会からの提⾔
　「脱炭素社会・新エネルギーに関する提言」として、家庭や事業者等
に対する県の取組について、2050年に向けた「ぐんま５つのゼロ宣言」
実現条例について、再⽣可能エネルギーの導入・促進等について、プラ
スチックごみの削減等について、食品ロスについて、県の推進体制につ
いてなど、本県における脱炭素社会の実現及び新エネルギーの推進に当
たって配慮すべき21項目について提言しました。  

◀︎デジタルトランスフォーメーションに関する特別委員会からの提⾔
　「デジタルトランスフォーメーションの推進に関する提言」として、
デジタル社会の形成は社会的な課題に対応するため極めて重要であり、
県⺠がデジタル社会の利便性を実感できる取組が進められているが、デ
ジタルに不慣れな方への配慮や個人情報の保護、情報格差の解消等も重
要であるとの観点から、⾏政関係、県⺠⽣活関係、産業関係、教育関係
の４分野14項目にわたる取組について提言しました。 

　新型コロナウイルス感染症拡大防止に配慮し、オ
ンラインを活⽤した調査を実施した２つの委員会の
活動についてご紹介します。

　４つの特別委員会から提言を提出しました。 

〜 常 任 委 員 会 〜 〜 特 別 委 員 会 〜活 動 紹 介 活 動 紹 介

委員⻑：伊藤清　副委員⻑：神⽥和⽣ 
委　員：中沢丈⼀、橋⽖洋介、あべともよ、⾦井康夫、加賀⾕富⼠⼦、
　　　　鈴⽊敦⼦

令和４年１月26日（水）《能登町役場（石川県鳳珠郡能登町）》

令和４年１月25日（火）《デンマーク大使館》

■ 文教警察常任委員会

■ 総務企画常任委員会

　令和４年２⽉９⽇、群⾺県議会議員選挙区等
検討委員会は、議会運営委員会から諮問された、
令和５年４⽉執⾏予定の県議会議員選挙に適⽤す
る「選挙区及び各選挙区において選挙すべき議員
の数等」について、群馬県議会議員の定数は現⾏
と同じ50人とし、各選挙区における市町村の組
合せや各選挙区において選挙すべき議員の数も現
⾏どおりとする旨の答申を⾏いました。
　人口減少や都市部と過疎地域との人口格差が
進⾏していく中、多様な住⺠の声を県政に反映
させていく議員の役割が大きくなっていること
や、各選挙区における市町村の組合せについて
は、地勢や交通等の実情、地域住⺠の⼀体感、
議員の地域代表性と市町村の意⾒の反映のしや
すさなどを総合的に考慮する必要があることな
ど、さまざまな議論を重ねた結論です。 
　また、県全体の人口減少と都市部への人口集
中・⼭間部等の人口減少が続くと予想されること
から、地域住⺠の声を県政に届け、二元代表制と
しての議会の役割をしっかりと果たしていくた
め、幅広く検討を続けていくこととなりました。
　答申を受けた議会運営委員会は、この答申
の取扱いについて協議し、同
⽇、答申のとおりとすること
を決定しました。

答申書へのリンクはこちら

▲  

次の県議会議員選挙の
定数・区割りは
現行どおりとなりました。

　◎企業版ふるさと納税について

⾃由⺠主党　⾼井　俊⼀郎
企業版ふるさと納税を官⺠共創の⼀つとして

活⽤することについて、知事の所⾒を伺います。ま
た、企業版ふるさと納税の推進に当たっては、知事
によるトップセールスの活⽤も有効と考えますが、
いかがでしょうか。 

県では、産学官⺠が多様な分野で連携し地域
課題に取り組むことを推進しており、企業版ふるさ
と納税はこれに合致する制度です。また、現在トッ
プセールスを積極的に進めているところですが、⺠
間資⾦の活⽤は重要であるため、こういった機会を
⽣かし、当制度を紹介していきたいと考えていま
す。
 

　◎県庁組織の在り方について

如水会　入内島　道隆
事象全体を俯

ふ

瞰
か ん

的に捉えなければ解決が難し
い課題が増えています。縦割りの⾏政組織に横串を
どう刺すかが重要ですが、知事の目指す県庁組織の
在り方についての⾒解を伺います。

これまでも県庁の組織改革を⾏ってまいりま
したが、前例にとらわれない組織、部署に横串を刺
した仕事ができる組織、職員が⾼いモラールを持っ
て働ける組織、⾃分の意⾒が言いやすいフラットで
風通しの良い組織にしたいと考えています。こうし
た考えに基づき、必要な組織改革を進めてまいりま
す。

３月１日（火）
　◎人口減少対策としての移住・定住促進 
　　の取組について

友信会　追川　徳信
人口減少対策は、県において大きな課題であ

り、その対応策として、移住・定住促進が重要であ
ると考えますが、県の取組について伺います。 

コロナ禍による地方分散化の流れは、県内へ
人を呼び込むチャンスであると考えています。従来
から取り組んでいる移住施策に加え、群⾺に興味を
持ち、関わりを持つ「関係人口」を増やす取組や東
京圏に勤務する人を対象とした「転職なき移住」を
推進しています。新しい人の流れに対応したさまざ
まな取組を通じて、市町村と連携し、より多くの人
を本県に呼び込んでまいります。

　◎ぐんまスーパーキッズプロジェクトに 
　　ついて

⾃由⺠主党　星野　　寛
事業が始まり11年目となりますが、成果につ

いて伺います。
スーパーキッズプロジェクトは、競技人口

が少なく、地域ごとでは育成が難しい個人競技種目
を中⼼に、運動能⼒が発達する⼩学４年⽣から６年
⽣までの３年間、専門の指導者の下で育成強化する
プログラムであり、今年度は、13競技種目263名で
実施しています。これまでの卒業⽣は458名にのぼ
り、出身選手は全国・世界で
活躍しています。今後も県ス
ポーツ協会や各競技団と連携
し、ジュニアの発掘・育成強
化に取り組んでまいります。  スキー競技の育成


